
ここ には一例として機械的に速度I副総を求める方法について

示す。これは列車の加速力銀図をもとにして， 列車の運動方程

式を解くものであって理解し易い。

加速力総図を速度 ψ の函数として A(v) で示し，線路の下り

勾(こう)院を巡転距離 z の函数として C{氾)で示す と列車の主K

動方程式はつぎのようになる。

今=A{v)+C{x)
dt 

ただし t は巡転I待聞を示すもので， 速度曲線はこの方複式を

各径の速度制限のもとでしかも初期条件 t=O で ψ =0， x=O 

として解いたものであ る。

この方程式を計算後械を用いてとくためには， 1 簡の加算僚

も悼と 2 flól の償分陵情と が必要になる。加I p，:~量構としては図ー1 に

示すよ うな差動樹11工揺れ耳を用いる。 ある物理責 A および C を

別々の ;1引lの図仮設としてこの装置tに入れ ると ， 合成されたお

(A + C) が他方の~~hの回転1ìÌになってゐらわれる。

自主分には門板

とコロの組合せ

を用いる。この

円板がl時間I t に

比例して liïl転す

る と これに接し

た コロは従動的

に回転する。図
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2. 積分段階

ま での距離をあ A および C 在る
2 簡の拘理震が発 fが笛積分かん重量である

る物現金 I(t) と 圃歯車によヲて合
すると ， コロの 民主れる

回転盆は被fl(分

函数 I{t) を i時間

t まで償分した他 ):/{t) dt を与える。 I{t)が一定の胎には両
者のfJ{ I{t) を与える。この よ うな計算の原浬にしたがって速度

幽線を求めるためには，さらにつき.のような全般的な後院の組

合せが必援になる。

1 加速力総図 A{v) を表示する装置1およびこれの追跡装償

2 記録紙に示されている線路条件にしたがって勾即 C{x)

を入れてゆく裟位

3 1狗述の A{ψ)+ C{x) = /{t) なる青I' J):を行う加算談 llt

4 I{t) 全般分して速度 v を求める償分装置

5 速度 ψ を積分して運転~g断tx を求めるための積分装組

6 五E転速度および運転時聞を速度 rUr~M目紙上に記録してゆ

く記録裟位

7 計Jì:機全体を駆動する時間装i世 (円板を回転しているこ

とは時間の経過していることを示す)

これらの中で特に記録装置は， 得られた結果がただちに従来

から使用されてきている速度曲線とまったく等しくなるために，

列車の速度および巡転時間は巡転距離をベー スにして示されて

し 、 る。

以上の桝成にしたがって国鉄で試作されたものが図ー3に示さ

れたものであ る。

手前に見えるハ γ ドノレが加速力総凶を追跡するためのもので

あり，遠方に見えるハ γ ドノレが勾配を与えるものである。

2 枚見える図板のうち大きい方が記録装置で， 記録紙には従

来から国鉄で使用してきた速度 rHr 申込則紙が矧いられており ，速

度と巡転l時間が同時に計算され， 記録されてゆく。小さい方の

そくどけい

3. 速度 1 111 線 計 算機

図板には力n速力総闘が表示されていて，速度の変化につれて手

前にみえるハ γ トツレで追跡してゆく。

計算は任意の主K転距離まで行えば自動的に停止するような制

限スイ ッチが付されているから， 勾配の一定区間は， 手前のハ

γ ドノレだけを操作すればよい。一方巡転時聞は 10 分になれば

自動的に計算を停止する装置もついている。一」運転曲線計算

後。 運転線図。
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そくどけい 速度計 車両府速度計は列車の運転速度をつねに

正確に指示しまたは記録する計穏である。速度計を後榊により

分類すると ， 時計積算式速度計，カ'パナ 一式速度計， 発電機式

速度計， i!llポンプ式速度計等tこ分類できる。

l 時計積算式速度計

(1) GS-14 型速度計 現在国鉄における基本速度計であり，

蒸気後開幕 ・ 電気後関車のほとんどに使用されている。自動巻

込みの時計装位をもち，すべ り 子を定時回転させ， 列車速度を 1

秒間ごとに積算して指示する。計測範間は okm/h -120 km/h 

で速度目盛は 2 km/h ずつの等間隔目盛である。なお指針は黒 ・

赤 2 本を有し， 黒針は瞬間速度 ・ 赤針は一定区間の最高速度を

指示する。

(2) KS-68 型速度計 GS-14 型速度計をもととした記録式

速度計であって，紙幅 120mm の記録用紙に，走行距離基準で

速度曲線を自記する。また}j ljに内政した独立の時計装世によ り ，

記録紙上に巡転1時分幽線を自記 し， jlllポタ γに より キ ロ標等の

マーク を自記する。この計器は主として本線試験に用い られる。

(3) KS-44 B 型速度計 GS- 1 4 型速度計のすべり子のかわ

りに差動倣11Iを使用し， 差itfJ術革の中間歯車軌を一定時間列車

速度に応 じ変位させ， この変位設を列車速度として指示する。

GS-14 型速度計 にくらべ， 小型であるため動力車として計総板

を有する。湖南電車およびー部の電気後関車に使用されている。

なお回転伝途装 1?1にはたゆみ取hが使用されている。

2 ガパナー式速度計

車両用速度計としては現在使用されていない。

3 発電自由式速度計

車輸の回転により発電機を駆動し， その発生電流により列車

速度を測定する速度計である。これは事制lの回転数に比例する




